
様式３ 

会   議   録 

会議名 

（審議会等名） 
令和６年度 第４回麻溝地区まちづくり会議 

事務局 

（担当課） 
麻溝まちづくりセンター 電話０４２－７７８－２３８１（直通） 

開催日時 令和７年２月２０日（木）１９時３０分～２１時００分 

開催場所 麻溝公民館 コミュニティ室 

出 

席 

者 

委 員 ２１人（別紙のとおり） 

その他  

事務局 ２人（麻溝まちづくりセンター所長、地域政策担当） 

公開の可否 ■可  □不可  □一部不可 傍聴者数 １人 

公開不可・一部

不可の場合は、

その理由 

 

議 題 

１ あいさつ 

２ 議題 

（１）麻溝地区まちづくりを考える懇談会について 

  ア 令和６年度（２月１０日開催）報告 

  イ 令和７年度の実施希望 

（２）周知用ちらし（案）について 

（３）令和７年度の検討課題について 

（４）令和７年度の開催予定及び委員推薦について 

３ 情報交換（地域に関する課題や地域向けのイベント等について） 

（１）おもしろ防災まつり 

（２）相陽中学校２学年職場体験学習 

（３）県立相模原支援学校より 

４ 閉会 



議 事 の 要 旨 

主な内容は次のとおり。 

（◎は会長の発言、○は委員の発言） 

 

１ 会長あいさつ 

会議開催にあたり、麻溝地区まちづくり会議 中島会長よりあいさつした。 

 

２ 議題 

（１）麻溝地区まちづくりを考える懇談会について 

ア 令和６年度（２月１０日開催）報告 

◎昨年１１月に提出した「次期一般廃棄物最終処分場に係る要望書」における地域

との協働をテーマに懇談を実施した。市からは来年度「ごみ減量ＰＲ室」を設置して、

ごみ減量化等の啓発を強化することを聞いている。また、次期一般廃棄物最終処分場

整備の候補地となっている麻溝台の地上堆積物・地中埋設物調査も結果が出次第、報

告してもらうこととなっている。減量化・資源化については、地域も一緒に取り組む

ようにしたい。 

 

イ 令和７年度の実施希望 

麻溝まちづくりセンターより資料１の説明をした。 

◎実施希望は「有」、希望月は「１１月」とすることでよいか。 

＝ 一同異議なし ＝ 

 

（２）周知用ちらし（案）について 

 ◎現在、最終処分場部会で検討している周知用ちらしについて、ご意見を伺いたい。

自治会での配布や小中学校を通して児童・生徒への配布を考えている。配布時期につ

いては検討中であるが、予算については麻溝地区自治会連合会から支出することを自

治会長会議で承認された。 

 ○まだまだ知らない方もいると思うので、各団体内でも周知をお願いしたい。（境副

会長） 

 ◎ちらしを配布して終わりではなく、次のステップも考えていきたい。まず第一歩

として周知用ちらし配布をしたい。ちらしは検討中のもののため、今後修正があるが

進めてよろしいか。 

＝ 一同異議なし ＝ 

 

 

 



（３）令和７年度の検討課題について 

 ◎今年度は主に最終処分場に関して検討をしてきたが、来年度は他の課題も検討し

たいと考えている。ご意見を伺いたい。 

 私としては、県道５２号について、５年後のスケジュールが未だ示されていないた

め、強く求めていきたいと考えている。また、昨年１０月に実施されたフェスの会場

としても使用されたギオンスタジアムやその周辺のアクセス面でも課題はある。フィ

ッシングパーク跡地についても様々な活用ができるのではと考えている。 

 ○まず集客や採算が見込めないと公共インフラはついてこないのでは。まちづくり

のハード面だけでなく、ソフト面も含めた魅力ある麻溝として全体的な絵を描かない

と難しい。海老名市は市が企業と連携し、工夫してまちづくりを行っている。（座間富

治男委員） 

 ○ギオンスタジアムを活用して地域を活性化できないか。何か起爆剤として、相模

原市の知名度を上げられればと思う。（箕輪委員） 

 ○ソフト面を考えないと楽しくないと思う。せっかく女子美術大学があるのに付近

には、喫茶店の一つもなく、相模大野駅まで行かないといけない。全体のビジョンが

必要。（座間富治男委員） 

 ◎要望書にも「行政と地域がともに考える地域振興策を実現すること」を盛り込ん

でいるが、そういったことも話していきたい。 

 ○市の財政的にも新たなものは難しいとも思える。（井上國雄委員） 

 ○ご高齢の方はコミュニティバスへの関心も高いと思う。（栗山副会長） 

 ◎地域ケア会議地域づくり部会で検討しており、古山台では施設の車を活用して買

物支援を行っている。 

 

（４）令和７年度の開催予定及び委員推薦について 

麻溝まちづくりセンターより資料３の説明をした。 

 ◎第１回目の全体会は５月中旬とし、第２回目以降及び専門部会は別途日程調整の

うえ、開催とすることでよいか。 

＝ 一同異議なし ＝ 

 

４ 情報交換（地域に関する課題や地域向けのイベント等について） 

（１）おもしろ防災まつり 

 ○２月２日（日）に第２回おもしろ防災まつりを実施した。当日は寒くて、雨も降

っていたが９００名の参加者で賑わった。ご協力いただいた皆様ありがとうございま

した。来年は地域活性化事業交付金が３年目となるため今後についても検討していき

たい。（伊藤委員） 

 



（２）相陽中学校２学年職場体験学習 

 ◎２月６日（木）及び７日（金）に相陽中学校２学年の生徒たちを麻溝まちづくり

センターで受け入れ、職場体験学習が実施された。資料５のとおり、４つの団体の活

動を体験してもらった。 

 ○犯罪者を寄せ付けないためのパトロールとして、自治会掲示やごみ置場がしっか

り管理されているかなどのポイントを説明した。青パトや啓発活動も体験してもらっ

た。（座間正見委員） 

 ○生徒の皆さんは積極的に活動していた。啓発活動のちらし配布もしっかりとやっ

ていただき、青パトは抑止力として効果的であることを説明し、実際に同乗してもら

った。（箕輪委員） 

 

（３）県立相模原支援学校より 

 ○「相模原支援学校×ＪＲ～花いっぱい計画～」として、原当麻駅改札内や西口付

近に花を植える活動を行っている。併せて、線路沿いの雑草取りなど美化活動も実施

し、通学路が綺麗になった。来年度は５月から６月に花の苗植えを計画している。今

後も地域と連携した活動を継続していきたい。（荒井委員） 

 

５ 閉会 

麻溝地区まちづくり会議 境副会長のあいさつにより閉会した。 

 

以 上 

 



麻溝地区まちづくり会議 委員名簿 
    

№ 団体名 
委員 まちづくり 

会議での役職 
出欠 

団体での役職 氏  名 

1 麻溝地区自治会連合会 会長 中島 勝平 会長 出 

2 麻溝地区自治会連合会 副会長 伊藤 信裕   出 

3 麻溝公民館 館長 田村 光弘 副会長 出 

4 麻溝地区社会福祉協議会 会長 境 勉 副会長 出 

5 麻溝地区民生委員児童委員協議会 会長 栗山 雄一 副会長 出 

6 麻溝観光協会 副会長 内田 明   出 

7 安全・安心まちづくり推進協議会麻溝支部 副支部長 座間 正見   出 

8 安全・安心まちづくり推進協議会麻溝支部 副支部長 加藤 賢次   出 

9 安全・安心まちづくり推進協議会麻溝支部 副支部長 箕輪 良市   出 

10 麻溝地区老人クラブ連合会 会長 安藤 正義   出 

11 麻溝地区青少年健全育成協議会 会長 井上 國雄   出 

12 麻溝商工振興会 会長 石原 武   出 

13 麻溝公民館運営協議会 委員 佐藤 文雄   出 

14 相模原市スポーツ推進委員 委員 小原 隆   出 

15 相模原市青少年指導委員 代表 山口 隆   出 

16 相模原市農協麻溝支店運営委員会 委員長 座間 富治男   出 

17 相模原市消防団南方面隊第１分団 分団長 川崎 敬一   欠 

18 麻溝小学校ＰＴＡ 会長 井上 雄輔   出 

19 夢の丘小学校ＰＴＡ 会長 五十嵐 康晴   欠 

20 相陽中学校ＰＴＡ 副会長 原田 美佳   出 

21 当麻地区まちづくり委員会 会長 本多 展克   出 

22 学校法人 北里研究所 次長 村川 健一   欠 

23 学校法人 女子美術大学 校友室主幹 友部 徳寿   欠 

24 麻溝地域包括支援センター 管理者 細山 賢太郎   欠 

25 学校法人光明学園 相模原高等学校 校長 天野 雅秀   出 

26 県立相模原支援学校 教頭 荒井 佑輔   出 

 



令和６年度 第４回麻溝地区まちづくり会議 次第 

日 時  令和７年２月２０日(木)     

午後７時３０分から        

場 所  麻溝公民館 コミュニティ室 

 

 

１ 会長あいさつ 午後７：３０～７：３５ 

 

 

２ 議題 午後７：3５～８：3５ 

 （１）麻溝地区まちづくりを考える懇談会について 

     ア 令和６年度（２月１０日開催）報告 

     イ 令和７年度の実施希望 資料 1 

（２）周知用ちらし（案）について 資料２ 

（３）令和７年度の検討課題について 

（４）令和７年度の開催予定及び委員推薦について 資料３ 

 

 

３ 情報交換（地域に関する課題や地域向けのイベント等について）  

午後８：3５～９：0０ 

 （１）おもしろ防災まつり 資料４ 

 （２）相陽中学校２学年職場体験学習 資料５ 

 （３）県立相模原支援学校より 

 

 

４ その他 



　
　　令和６年度　麻溝地区まちづくり会議委員名簿

団体での
役職

氏　　名

1 麻溝地区自治会連合会 会長 中島　勝平 会長

2 麻溝地区自治会連合会 副会長 伊藤　信裕

3 麻溝公民館 館長 田村　光弘 副会長

4 麻溝地区社会福祉協議会 会長 境　勉 副会長

5 麻溝地区民生委員児童委員協議会 会長 栗山　雄一 副会長

6 麻溝観光協会 副会長 内田　明

7 安全・安心まちづくり推進協議会麻溝支部 副支部長 座間　正見

8 安全・安心まちづくり推進協議会麻溝支部 副支部長 加藤　賢次

9 安全・安心まちづくり推進協議会麻溝支部 副支部長 箕輪　良市

10 麻溝地区老人クラブ連合会 会長 安藤　正義

11 麻溝地区青少年健全育成協議会 会長 井上　國雄

12 麻溝商工振興会 会長 石原　武

13 麻溝公民館運営協議会 委員 佐藤　文雄

14 相模原市スポーツ推進委員 委員 小原　隆

15 相模原市青少年指導委員 代表 山口　隆

16 相模原市農協麻溝支店運営委員会 委員長 座間　富治男

17 相模原市消防団南方面隊第１分団 分団長 川崎　敬一

18 麻溝小学校ＰＴＡ 会長 井上　雄輔

19 夢の丘小学校ＰＴＡ 会長 五十嵐　康晴

20 相陽中学校ＰＴＡ 副会長 原田　美佳

21 当麻地区まちづくり委員会 会長 本多　展克

22 学校法人 北里研究所 次長 村川　健一

23 学校法人 女子美術大学 校友室主幹 友部　徳寿

24 麻溝地域包括支援センター 管理者 細山　賢太郎

25 学校法人光明学園　相模原高等学校 校長 天野　雅秀

26 県立相模原支援学校 教頭 荒井　佑輔

№ 団体名
委員 まちづくり

会議での
役職



 

６市協課第３５０５号 

令和７年１月３１日 

 

 まちづくり会議代表(会長) 殿 

 

相模原市長 本村 賢太郎 

（公印省略） 

 

   令和７年度 地区まちづくりを考える懇談会の実施希望等について（通知） 

 

時下ますます御清祥のこととお喜び申し上げます。 

日頃から市政につきまして、格別の御理解と御協力を賜り、お礼申し上げます。 

 さて、令和７年度地区まちづくりを考える懇談会の実施希望等について「１ 実施にあたっての

留意点」及び別紙「実施要領（案）」をご確認のうえ、ご検討いただき、各まちづくりセンターを通

じてご回答いただきますようお願いいたします。 

 

１ 実施にあたっての留意点 

（１） 実施期間について 

  １０月から翌年２月の間で実施日を調整していましたが、令和７年度は７月から翌年２月の間

で調整することとし、別添「まち懇日程調整用カレンダー」のとおり、議会期間及び市長公務に

より１月は実施不可となります。 

  また、実施曜日は「火曜日・木曜日」が原則となります。 

（２） 懇談会開始時間について 

  原則午後６時からとし協議により変更可能としていましたが、令和７年度は一律で午後６時開

始となります。 

（３）テーマについて 

テーマの数につきましては、原則一つですが、時間内での運営となることが見込まれる場合は、

二つまで可能とします。 

なお、テーマ設定については、次の例を参考にしてくださいますようお願いいたします。 

【適当な例】地域資源をいかしたテーマになっている。 

テーマ：○○を活かした地域の魅力発信の方法について 

テーマ：○○跡地の有効活用による地域の活性化について 

【適当でない例】広範なテーマに関連性のない地域課題を複数詰め込んでいる。 

（４）懇談内容について 

単なる要望や事業説明は、まちづくり会議の場等へ担当する局部長や所属の出席を求めて行う

ことが可能であり、より迅速な地域課題の解決につながるため、懇談会での単なる要望や事業説

明を求める内容は、適当ではないものと考えております。 

【適当な例】テーマに沿った内容になっている。 

      ○○を活かした魅力発信を行う中で、地区と行政の協働で何ができるか 

○○跡地の有効活用により、地域が目指す未来像について 等 

資料１ 



 

【適当でない例】単なる要望や説明を求める内容になっている。 

（参考）地区まちづくりを考える懇談会の役割等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

 

市民局 市民協働推進課 

担当：三尋木・小澤・田頭 

電話 042-769-8226（直通） 



別 紙 
（案） 

令和７年度 地区まちづくりを考える懇談会 実施要領 

 

１ 目的 

  まちづくり会議の委員と市が意見交換や情報共有をしながら、地域の特性や地域資源を生かし

たまちづくりを協働して考える場を設け、住みよいまちづくりを推進する。 

 

２ 本年度の開催方針等 

各地区まちづくり会議が市長と地区のまちづくりについて考える「対話」の場を希望した場合

に実施する。 

  また、名称を『地区まちづくりを考える懇談会「地域の未来を語ろう with 市長」』として実施

する。 

 

３ 実施単位 

実施希望地区のみ年１回１会場までとする。 

 

４ 実施方法 

  各地区まちづくり会議と市の協働により実施する。 

 

５ 開催日等 

  実施日及び会場は、まちづくり会議と市との調整により決定する。 

  開始時間は一律午後６時からとする。 

（まちづくり会議側からの希望がある場合は、休日の昼間の実施も可能とする。） 

 

６ 進行等 

  懇談会の進行等はまちづくり会議の代表者等が行い、実施時間は概ね１時間３０分とする。 

 

７ 出席者 

（１）地区の出席者は、まちづくり会議の委員とする。なお、まちづくり会議が特に必要とする場合

には、委員以外の出席を認めることができるものとする。 

（２）市側の出席者は、市長、テーマ担当副市長、区長、テーマに関連する局長(市長公室長含む。）

及び事務局長とする。ただし、区長は副区長が、局長は部長級が代わることができ、部長級が設

置されていない局については、局長が指定する所属長が代わることができ、事務局長は次長又

は指定する職員が代わることができるものとする。また、まちづくり会議事務局の職員、テーマ

に関連する部署の課長及び職員も出席できるものとする。 

  ※市長の公務日程等で対応できない場合がある。 

 

８ 懇談の内容 

  地区のまちづくりに関して、地区でテーマを設定する（二つ以内）。 

【テーマの考え方】 

   ア 現在、地区で重点的に取り組んでいるもの。 

   イ 今後、地区で取り組んでいく必要があるもの。 

 

９ 傍聴 

当日受付とし、地区以外の住民も傍聴可能する。ただし、会場の都合により、座席数には限りが

あるため、希望者が多い場合には抽選により、傍聴者を決定する場合がある。 

 

１０ 周知方法 

市ホームページ及び地域情報紙にて周知を行う。 



日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

日 月 火 水 木 金 土
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8 9 10 11 12 13 14

12 13 14 15 16 17

26 27 28 29 30 31

１０月

4

5 6 7 8 9 10 11

1 2 3

18

19 20 21 22 23 24 25

７月

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

２月

８月

10 11

24／31 25

2 3

16 17

13 14 15 16 17

1 2

3 4 5 6 7 8 9

12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

14 15

26 27 28 29 30

１１月

1

●火・木曜日の中から選択してください。
●議会月及び１月（市長公務）はカレンダー自体用意しておりませんのでご注意ください。
●斜線をしている日は選択できません。
●平日は午後６時開始となります。
●土日祝日を希望する場合、昼間の実施にご協力ください。（赤字は祝日を示しています。)

日程調整用カレンダー

18 19 20 21 22

23／30 24 25 26 27 28 29

4 5 6 7 8

9 10 11 12 13



地区まちづくりを考える懇談会の実施希望月等について（回答） 

 
 

地区名 地区 

実施希望 有   ・   無 

希望月 

（希望「有」の場

合） 

第１希望 月 

第２希望 月 

担当者 

（連絡先） 
 

締め切り：３月１４日（金） 



ノジマメガ
ソーラーパーク
（処分場跡地）

現在の
最終

処分場

候

補

地

ギオン
スタジアム

女子美術大学 相模原市立
麻溝公園

至大正坂

至大下坂

候

補

地

麻溝地区が最も有力な候補地とされる可能性もあるため、

まちづくり会議＊で対応について検討を重ねて

令和６年１１月１２日付けで市長に要望書（⇒）を提出しました。

～現在の最終処分場は令和19年に満杯になってしまいます～

＊各地区のまちづくりの課題解決に向けた活動に協働して取り組むための会議で、

自治会や社会福祉協議会、民生委員児童委員協議会、公民館、学校、PTAなど地域団体で

構成されています。

峰山霊園

【要望項目】
１ 次期最終処分場の次の最終処分場は造らないこと

市内に最終処分場用地の確保が困難であり、埋立ゼロを実現すること。

２ 更なるごみの資源化・減量化を推進すること

要望項目１の達成に向け、次の内容を踏まえたロードマップを提示す

ること。

①最終処分場の整備が難しいことを市民にきちんと知らせること。

②家庭から排出されるごみを大幅に削減するため、４Ｒを推進する

とともに有料化や戸別収集の実施等を検討すること。

③最終処分場への埋立量を大幅に削減するため、ごみ処理段階での

資源化を推進すること。

３ 行政と地域がともに考える地域振興策を実現すること

従前から要望している県道５２号の４車線化、路線バスの利便性向上

を推進するとともに、最終処分場の跡地利用や麻溝公園周辺のまちづく

り等に関するワーキンググループを組織し、話し合った地域振興策を実

現すること。

なお、仮に次期最終処分場の最終候補地に麻溝地区の候補地が選定された場合には、

以降は麻溝地区に最終処分場を造らない旨の誓約書を提出すること。

現在、候補地の絞り込みに向けて、麻溝地区では堆積物等につい

て調査が行われています。

市との協議の進捗状況については随時お知らせします。

次期最終処分場（ごみ埋立地）候補地
市長に要望書を提出

ごみの最終処分場・
ごみの減量化アンケート

この記事へのお問い合わせは

麻溝地区まちづくり会議
麻溝まちづくりセンターmail： asamizochiku@gmail.com

mailto:asamizochiku@gmail.com


私たちにもできる家庭ごみの減量化対策
・買いすぎ、作りすぎ、食べ残しをなくそう！
・レジ袋ではなく、マイバックを使おう！
・使い捨ての物は分別してリサイクルへ！
・フリマサイトなどを活用してみよう！
・ごみの分別を徹底しよう！
・水切りをして乾燥させて、減量しよう！

混ぜればごみ分ければ資源

私たちが出している家庭ごみの行き先

ごみの減量を
目指して

ごみの分別
ごみの減量化
作戦

資源化について
調べてみませんか！

家庭ごみ、
捨てたら
終わりじゃない！

最終処分量：１９，４４４ﾄﾝ
（令和5年度）

焼却量：１７５，５０５ﾄﾝ
北清掃工場：６５，２０１ﾄﾝ
南清掃工場：１１０，３０４ﾄﾝ

（令和5年度）

家庭系ごみ排出量 ：119，505ﾄﾝ
(452ｸﾞﾗﾑ/人・日）

食品ロス排出量 11，017ｔ
・食べ残し 9,077ﾄﾝ
・手付かず食品 1,940ﾄﾝ

（令和5年度） ごみと資源の出し方

灰を埋め立て
（最終処分場）
令和19年には
満床になります



資料３

会議名 会　場

第１回全体会 月 日 （ ） 午後7時30分～
麻溝公民館
　大会議室

最終処分場部会 月 日 （ ） 午後7時00分～ 麻溝公民館

道路交通部会 月 日 （ ） 午後7時00分～ 麻溝公民館

防災計画検討委員会 月 日 （ ） 午後7時00分～ 麻溝公民館

令和７年度　麻溝地区まちづくり会議　開催スケジュール

日　時

※第２回目以降の全体会は、別途日程調整し、開催



会議名 会　場

次期一般廃棄物
最終処分場候補地
（緑区根小屋）視察

４ 月 １９ 日 （金） 午前10時00分～ 緑区根小屋

①最終処分場部会 ４ 月 ２３ 日 （火） 午後7時00分～
麻溝公民館
コミュニティ室

②最終処分場部会 ５ 月 １０ 日 （金） 午後7時00分～
麻溝公民館
コミュニティ室

第１回全体会 ５ 月 ２４ 日 （金） 午後7時30分～
麻溝公民館
大会議室

③最終処分場部会 ７ 月 １６ 日 （火） 午後7時00分～
麻溝公民館
コミュニティ室

④最終処分場部会 ８ 月 １９ 日 （火） 午後7時00分～
麻溝公民館
コミュニティ室

第２回全体会 ９ 月 １７ 日 （火） 午後7時30分～
麻溝公民館
大会議室

⑤最終処分場部会 ９ 月 ２７ 日 （金） 午後7時00分～
麻溝公民館
コミュニティ室

次期一般廃棄物
最終処分場に係る要望書
市長へ提出

１１ 月 １２ 日 （火） 午後2時00分～
相模原市役所
第２応接室

⑥最終処分場部会 １１ 月 １２ 日 （火） 午後7時00分～
麻溝公民館
コミュニティ室

第３回全体会 １１ 月 ２２ 日 （金） 午後7時30分～
麻溝公民館
大会議室

⑦最終処分場部会 １ 月 １６ 日 （木） 午後7時00分～
麻溝公民館
コミュニティ室

⑧最終処分場部会 １ 月 ３０ 日 （木） 午後7時00分～
麻溝公民館
コミュニティ室

⑨最終処分場部会 ２ 月 ７ 日 （金） 午後7時00分～
麻溝公民館
コミュニティ室

まちづくりを考える
懇談会

２ 月 １０ 日 （月） 午後7時00分～
麻溝公民館
大会議室

第４回全体会 ２ 月 ２０ 日 （木） 午後7時30分～
麻溝公民館
コミュニティ室

※全体会とは別日に、役員会を適宜開催

令和６年度　麻溝地区まちづくり会議等　開催日程

日　時



令和７年２月２０日  

 

 麻溝地区まちづくり会議構成団体の長 各位 

 

麻溝地区まちづくり会議  

会長 中 島 勝 平  

 

   令和７年度麻溝地区まちづくり会議委員の推薦について（依頼） 

 

 時下、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

 日頃から、麻溝地区まちづくり会議の活動に格別のご理解、ご協力を賜り厚くお礼

申し上げます。 

 さて、相模原市では、地域活動団体等の委員で構成された「麻溝地区まちづくり  

会議」を設置し、麻溝地区のまちづくりの課題に対して、自主的に話し合い、解決に

向けた取組を行っております。 

 当まちづくり会議委員の任期は、会則により２年（現委員の任期は、令和８年３月

３１日まで）となっており、各団体等におかれましては、役員改選等を行うなど次年

度に向けた準備を進めている頃かと存じます。つきましては、ご多忙の折恐縮ですが、

まちづくり会議委員をご推薦いただき、別紙推薦書により４月４日（金）までにご報

告いただきますようお願いいたします。  

 なお本市では、さがみはら男女共同参画推進条例により、審議会等への女性委員の

登用を推進しております。ご配慮のほどよろしくお願いいたします。 

 昨年度の委員から変更がない場合についても、ご報告をお願いいたします。 

 

※令和７年度第１回まちづくり会議の開催日時は改めて委員宛てに通知いたします。 

  

以 上   

  

【問い合わせ先】 

相模原市南区役所 麻溝まちづくりセンター  

担当 大嶋  

電話 ０４２－７７８－２３８１  

ＦＡＸ ０４２－７７８－２２４９  

〒252-0335 相模原市南区下溝５９４－６  



麻溝地区まちづくり会議会長　あて

※団体名が変更となっている場合もお知らせください

□ 令和６年度の委員から　変更なし

□ 令和６年度の委員から　変更あり

※　４月４日（金）までに、下記問い合わせ先へ、郵送、ＦＡＸ、またはe-mailにて

　ご報告いただきますようお願いいたします。

【問い合わせ先】

〒252-0335　相模原市南区下溝５９４－６

相模原市南区役所　麻溝まちづくりセンター　

電　話　０４２－７７８－２３８１

ＦＡＸ　０４２－７７８－２２４９

e-mail　asamizo-syu@city.sagamihara.kanagawa.jp

令和７年　　　月　　　日

【　報告者　】

団　 体 　名　 　：

代表者職氏名　：

令和７年度麻溝地区まちづくり会議委員　推薦書

　委員として、次の者を推薦します。

e-mailアドレス

（　該当の□にレ印を　）

相模原市南区

氏　　名 住　　　　所 電話番号
貴団体等での

役職名

mailto:asamizo-syu@city.sagamihara.kanagawa.jp
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令和６年度防災まつり
アンケート結果
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2025/2/20

【感想】
自治会員でなくても、誰でも
気軽に参加できるのがとても

いい（40代・50代 女性）（60代 男性）

子どもも楽しめて良かった（多数）

子どもに防災意識が身についた
楽しい雰囲気の中で 防災意識
を高める取り組みが、とても有
意義と感じた（多数）（40代・50代 女性）他2025/2/20
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楽しい雰囲気の中で 防災意識
を高める取り組みが、とても有意
義と感じた（多数）（40代・50代 女性）

これからも続けてほしい、また参
加したい（多数）

関係者の皆さんへ感謝（多数）

「備える」ことの大切さを知った（小学生・

女性）

通行がスムーズ（多数）

2025/2/20

震度７はすごいことに、きずいた
東日本の人おだいじに（小学生）

防災ビデオ大変感動しました。

「人類は地球のいとなみを超えること
ができなかった」との字幕。

もっと謙虚に、自然に感謝し、おごっ
てはいけない。
ありがとうございました。（70代以上・女性）

2025/2/20

11

12



◆Ｒ６年度　相陽中学校キャリア学習　職場体験プログラム　【麻溝まちづくりセンター】

１５名参加 １３名参加

（麻溝まちづくりセンター　２階コミュニティ室） （麻溝まちづくりセンター　２階コミュニティ室）

時間 2/6（木） 2/7（金）

集合 集合9:00

【麻溝地区ジュニアリーダーズクラブ】 【南区安全・安心まちづくり推進協議会麻溝支部】

12：00～12：45

【ホタル＆鳩川フレンド】 【麻溝地区社会福祉協議会】12:45

昼休憩（昼食持参） 昼休憩（昼食持参）

14:30

15:30

活動の振り返り

解散 解散

15:00 活動の振り返り キャリア学習　まとめ

〇活動紹介

〇鳩川1号緑地などの清掃

〇質問タイム

＜持ち物＞

・汗ふきタオル

・飲み物

・汚れても良い服、手袋、運動靴

＜環境美化・清掃活動＞

鳩川をきれいにしよう！

〇活動紹介

〇クイズ、グループワーク

〇質問タイム

＜持ち物＞

・筆記用具

＜福祉活動＞

福祉ってなんだろう！？

〇活動紹介

〇2グループが交替で

・徒歩にて防犯パトロール

・青パトに乗ってみよう

〇質問タイム

＜持ち物＞

・汗拭きタオル

・飲み物

・動きやすい服、運動靴

＜防犯・青パト体験＞

地区内をパトロールしよう！

〇活動紹介

〇自分を伝える練習

〇質問タイム

＜持ち物＞

・筆記用具

＜ジュニアリーダー活動体験＞

自分を伝えるやり方！
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